
二
〇
三

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人
文
学
専
攻
修
士
論
文
要
旨

二
〇
〇
八
年
度

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　

人
文
学
専
攻
修
士
論
文
要
旨

京
都
市
都
心
部
に
お
け
る
敷
地
単
位
の
土
地
・
建
物
形
態
の
変
遷

―
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
の
空
中
写
真
・
公
図
・
土
地
登
記
簿
を
用
い
て

―

地
理
学
専
修　

十　

時　

惟 

友 

季

　

土
地
・
建
物
形
態
と
所
有
者
の
属
性
は
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
既
成
市
街
地
に
お
け
る

土
地
・
建
物
形
態
の
変
遷
と
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
両
面
を
連
動
さ

せ
た
研
究
が
必
要
で
あ
る
。本
稿
で
は
敷
地
単
位
地
図
を
作
成
し
、京
都
市
都
心
部
に
お
け
る
、

太
平
洋
戦
争
終
戦
直
後
か
ら
バ
ブ
ル
期
以
降
に
至
る
、
悉
皆
的
な
土
地
・
建
物
形
態
の
変
遷

と
そ
の
所
有
者
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

研
究
対
象
地
域
は
、
京
都
市
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
中
心
を
な
す
四
条
烏
丸
北
西
に
位
置
す
る
、
明

倫
学
区
を
中
心
と
し
た
34
町
か
ら
な
る
12
街
区
、
約
19 

ha
の
地
域
と
し
た
。
研
究
対
象
年
次

は
空
中
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
、
一
九
四
六
年
・
一
九
六
一
年
・
一
九
七
四
年
・
一
九
八
七
年
・

一
九
九
五
年
・
二
〇
〇
三
年
の
六
年
次
を
選
定
し
た
。
敷
地
単
位
地
図
の
作
成
に
お
い
て
は
、

空
中
写
真
・
公
図
・
土
地
登
記
簿
を
用
い
て
、
①
公
図
の
ポ
リ
ゴ
ン
化
と
公
図
・
空
中
写
真

へ
の
緯
度
経
度
情
報
の
付
加
、
②
空
中
写
真
を
用
い
た
公
図
の
土
地
境
界
の
修
正
、
③
土
地

登
記
簿
の
面
積
情
報
を
用
い
た
公
図
の
土
地
境
界
の
修
正
、
④
「
事
実
上
の
一
筆
」
概
念
に

よ
る
土
地
境
界
の
修
正
の
工
程
を
経
て
作
成
し
た
。土
地
・
建
物
形
態
の
変
遷
に
お
い
て
は「
戦

前
木
造
建
築
」、「
戦
前
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
」、「
戦
後
低
層
建
築
」、「
戦
後
高
層
建
築
」、「
混

合
型
」、「
駐
車
場
等
」
の
６
類
型
に
分
類
し
、各
類
型
の
年
次
別
の
①
敷
地
数
、②
敷
地
面
積
、

③
平
均
敷
地
形
状
係
数
の
推
移
を
み
た
。
ま
た
、
高
度
地
区
の
線
引
き
と
土
地
・
建
物
形
態

に
着
目
し
、
幹
線
道
路
沿
い
と
職
住
共
存
地
区
の
街
区
別
に
集
計
し
た
。
土
地
所
有
者
の
変

遷
に
お
い
て
は
、所
有
権
移
転
要
因
と
所
有
者
の
属
性
（
性
質
、営
利
法
人
の
業
種
、所
在
地
）

別
に
集
計
し
た
。

　

敷
地
単
位
の
土
地
・
建
物
形
態
の
変
遷
と
土
地
取
得
者
の
変
遷
に
お
い
て
は
、
一
九
六
一

年
〜
一
九
七
四
年
を
期
に
、
か
つ
て
主
た
る
土
地
・
建
物
形
態
で
あ
っ
た
「
戦
前
木
造
建
築
」

は
減
少
に
転
じ
、「
戦
後
高
層
建
築
」
が
主
た
る
土
地･

建
物
形
態
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
土
地･

建
物
形
態
の
更
新
は
、
戦
前
来
の
敷
地
割
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、

比
較
的
ま
と
ま
っ
た
敷
地
は
、
隣
接
す
る
敷
地
の
併
合
を
伴
っ
て
収
益
性
の
高
い
土
地
利
用

に
更
新
さ
れ
た
。
一
方
、街
区
奥
の
長
屋
や
辻
子
沿
い
の
「
戦
前
木
造
建
築
」
は
更
新
さ
れ
ず
、

そ
の
姿
を
今
に
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
三
年
の
高
度
地
区
の
線
引
き
の
影
響
は
、
バ

ブ
ル
期
に
お
い
て
現
出
し
、「
建
設
・
不
動
産
」
業
者
の
土
地
取
得
の
増
加
を
伴
っ
て
、
以
後

幹
線
道
路
沿
い
の
街
区
に
お
い
て
土
地
の
集
約
が
進
行
し
た
。
一
九
九
五
年
に
お
け
る
土
地
・

建
物
形
態
と
所
有
者
の
属
性
に
お
い
て
は
、
一
九
九
五
年
の
研
究
対
象
地
域
に
お
け
る
主
た

る
所
有
者
は
、
新
町
通
沿
い
以
西
に
在
住
す
る
「
個
人
」
と
、
室
町
通
沿
い
以
東
に
所
在
地

を
お
く
「
営
利
法
人
」
で
あ
る
。「
個
人
」
の
約
６
割
が
「
戦
前
木
造
建
築
」
を
保
有
す
る
一

方
、「
営
利
法
人
」
の
約
６
割
と
「
個
人
」
の
約
２
割
が
「
戦
後
高
層
建
築
」
を
保
有
し
、
土

地
需
要
に
お
け
る
都
心
部
の
優
位
性
を
生
か
し
た
資
産
運
用
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
高
度
利

用
の
圧
力
が
か
か
り
続
け
る
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
京
町
屋
が
今
後
も
存
在
し
続
け
る
た
め

に
は
、
個
人
所
有
者
の
善
意
に
よ
る
継
続
保
有
が
求
め
ら
れ
る
。
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〇
四
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播
磨
国
加
東
郡
に
お
け
る
享
保
改
革
期
の
入
会
地
の
開
発

―
青
野
原
新
田
と
蜷
子
野
新
田
の
比
較
か
ら

―
地
理
学
専
修　

吉　

岡　

彌　

生

〈
研
究
目
的
〉　

18
世
紀
、
幕
府
は
財
政
再
建
の
た
め
の
享
保
改
革
に
よ
っ
て
、
農
財
政
改
革

の
中
心
的
施
策
と
し
て
新
田
開
発
を
奨
励
し
た
。
そ
の
時
期
の
開
発
は
干
拓
地
、
流
作
地
、

山
間
の
入
会
地
で
一
部
に
大
規
模
な
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
小
規
模
な
地
味
の
悪
い
新
田
が

多
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
小
規
模
な
新
田
の
成
立
、
発
展
や
荒
廃
に
つ
い
て
は
殆
ど
紹
介
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
時
代
の
特
徴
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
播
磨
国
加
東
郡
の
享
保
期
に
開
発

さ
れ
た
蜷
子
野
新
田
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
村
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
、
何
故
荒
廃
し
、
再

墾
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
青
野
原
新
田
と
の
比
較
か
ら
研
究
し
考
察
す
る
。

〈
研
究
方
法
〉　

標
題
の
青
野
原
新
田
は
開
発
後
時
代
を
経
る
毎
に
戸
口
、
面
積
と
も
に
増
え
、

現
在
に
続
く
村
が
成
立
し
た
。
一
方
、
蜷
子
野
新
田
は
開
発
後
、
一
旦
荒
廃
し
再
墾
さ
れ
た
。

享
保
期
の
同
時
期
に
開
発
さ
れ
た
二
新
田
に
つ
い
て
比
較
し
検
討
す
る
。
史
料
は
町
史
作
成

時
に
収
集
さ
れ
た
各
区
保
有
の
村
方
文
書
を
中
心
に
使
用
し
、
現
地
調
査
に
よ
り
研
究
し
た
。

〈
研
究
結
果
〉　

享
保
改
革
の
中
心
は
税
財
政
改
革
（
年
貢
増
徴
策
と
し
て
の
新
税
制
採
用
と

新
田
政
策
）
と
官
僚
機
構
（
勘
定
所
機
構
改
革
で
「
新
田
方
」
を
設
け
た
）
の
整
備
で
あ
っ
た
。

播
磨
国
加
東
郡
の
青
野
原
新
田
と
蜷
子
野
新
田
も
こ
の
時
期
、
新
田
方
役
人
の
見
立
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
加
古
川
を
挟
む
高
位
段
丘
上
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
村
々

の
入
会
秣
場
で
あ
っ
た
。
青
野
原
の
受
入
は
積
極
的
で
あ
り
、
願
主
自
ら
入
村
し
、
新
田
入

村
百
姓
を
募
集
し
、
開
発
指
揮
・
指
導
を
し
た
。
一
方
、
蜷
子
野
の
周
辺
村
々
は
新
田
開
発

に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
12
カ
村
の
村
受
新
田
と
し
て
受
諾
し
た
。
そ
の
分
割
は
同
時
期
に

開
発
さ
れ
た
、
大
規
模
な
新
田
と
同
じ
よ
う
に
村
高
に
よ
っ
て
村
毎
で
受
け
た
。
村
で
は
番

号
地
に
分
け
、
各
番
号
地
を
複
数
人
に
分
割
し
た
た
め
、
年
貢
を
均
等
に
負
担
す
る
と
い
う

利
点
が
あ
っ
た
が
、
一
人
当
た
り
に
は
狭
小
な
も
の
と
な
っ
た
。
開
発
30
年
後
に
は
遠
距
離

の
村
か
ら
手
余
地
が
出
て
き
た
。
持
添
新
田
で
あ
っ
た
た
め
、
古
村
の
状
況
に
応
じ
て
、
新

田
の
盛
衰
が
決
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
青
野
原
で
は
入
村
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
問
題
は

な
い
。
蜷
子
野
で
は
あ
ま
り
に
も
一
人
の
持
分
が
狭
小
な
た
め
入
村
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
支
配
形
態
は
青
野
原
で
は
願
主
が
庄
屋
を
兼
ね
、
村
方
出
入
も
あ
っ
た
が
、

生
活
の
基
盤
を
置
く
経
営
は
戸
口
・
面
積
・
石
高
と
も
に
伸
び
て
い
っ
た
。
蜷
子
野
で
は
古

村
の
庄
屋
が
年
番
で
兼
務
し
た
が
、
年
貢
徴
収
が
主
た
る
役
で
あ
り
、
村
々
の
調
整
も
効
率

的
で
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
蜷
子
野
新
田
は
天
保
期
、
再
墾
さ
れ
、
百
姓
が
入
村
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。


